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社会貢献プロジェクトとは

筑波大学社会貢献プロジェクト2019―20

〈筑波大学社会貢献・地域連携HP〉
https://scpj.tsukuba.ac.jp/

　社会貢献プロジェクトは、筑波大学と社会との多様な形での連携活動を学内公募し、総合的に支援す

るもので、平成16年度にスタートしました。平成21年度からは教員だけでなく学生も申請できる

ものとなっております。

　本プロジェクトは、特定の分野に限定することなく、地域との連携活動を自由に提案することを特徴

としており、「科学振興」、「国際」、「文化・地域活性化」、「環境」、「健康・医療・福祉」等、内容は多

岐に亘っています。昨年度も様々なプロジェクトが実施され、本学ならではの取り組みを展開していき

ました。
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科 学 振 興

　月数回、小・中・高校生を対象とする理科の実験・

工作の演示・指導を行うことで、児童・生徒の理科に

対する能力を開拓することを目的とする。加えて、生

涯学習の観点から、一般の方を対象としたテーマも扱

う。地域の自治体等と連携することで、できるだけ広

範な社会貢献を目指す。

　茨城県と千葉県を中心として、主に小・中・高校生

を対象とした出前科学レクチャーを多数行うことが

出来た。さらに、一般の方を対象とする企画（例え

ば、つくば科学フェスティバル、おとなのためのサイ

エンス講座、うしくみらいエコフェスティバルなど）

も、地方自治体との連携のもと有意義に行うことが出	

来た。

茨城県　つくば市教育委員会

　　　　大子町教育委員会

　　　　県北生涯学習センター

　　　　水戸生涯学習センター

　　　　県南生涯学習センター

　　　　県西生涯学習センター

　　　　牛久市役所

　　　　国府地区公民館

　　　　守谷市中央公民館

　　　　高野公民館

　　　　阿見町立中央公民館

　　　　戸頭地区民生協議会

　　　　エキスポセンター

千葉県　我孫子市教育員会

　　　　我孫子市アビスタ

　　　　近隣センターふさの風

　　　　我孫子市民プラザ

数理物質系　准教授

【活動地域：茨城県全域、千葉県】

小林　正美

筑波大学発－おもしろふしぎ理科実験・工作隊－

　より広範な地域・年齢層に対して、生涯学習の観点

から社会貢献していきたい。

１　事業の概要

４　今後の展望

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携
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科 学 振 興



6

科 学 振 興

つくば理科学シンポジウム、高校生向け理科実験講

座およびつくば科学フェスティバル出展を行った。

出前実験では

１）タマムシ液晶の作製

２）夜光ゲルの作成

３）静電気センサーの作成

４）導電性高分子ポリアニリンの合成実験

５）クロマトグラフィーの基礎実験

６）ラジオの製作

７）モアレ干渉縞 などの体験型実験に加え

８）ボコーダー

９）テルミン などの作動原理説明を行った。

本プロジェクトで展示用遠隔エネルギー伝送シス

テムを開発した。児童がスイッチを押すだけで遠隔

に位置するドーナツ型蛍光灯が波を打って光るこの

装置はつくば科学フェスティバルで注目を集めるこ

とができた。

さらに高校時から求められる国際化に対応し、つく

ば理科学シンポジウムを行った。本活動を通して高校

生の国際化、および応援を十分に行うことができたと

思われる。

茨城県内各高校、つくば市内の中学校、茨城県教育

庁学校教育部、つくば市教育庁とこれからも連携を深

め活動を行っていきたい。

数理物質系　准教授 後藤　博正

１　事業の概要

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

地域社会貢献のための小中高校生への理科教育啓発活動
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科 学 振 興

【活動地域：茨城県つくば市等】

学生によるサイエンスコミュニケーションの実践
～筑波大学サイエンスコミュニケーショングループ SCOUT ～

科学技術週間に行われる筑波大学キッズユニバーシ

ティおよび国際植物の日に、「科学あそびラボ」とし

て、小学生を対象にした科学実験を行った。

また 12 月に行われた「ミツバチサミット 2019 」

においても小学生向けの科学実験を担当した。

令和２年３月に次年度に向けての学生対象のワーク

ショップを開催する予定であったが、新型コロナウイ

ルス感染拡大により集まることが難しく、延期となっ

た。また報告書作成の５月時点では、不特定多数の子

どもを対象にした科学実験教室の実施は困難である。

一刻も早い終息を願うばかりである。

キッズユニバーシティには、つくば市内の小学生が

多く訪れており、筑波大の学生との交流も深めてい

る。また令和元年度に初めて参加したミツバチサミッ

トは筑波大学や茨城県、つくば市をはじめとする様々

筑波大学サイエンスコミュニケーショングループ・ス

カウト（SCOUT：Science Communication of the 

University of Tsukuba）として平成 21 年４月にス

タートして以来、活発に活動を続けている。

スカウトは、地域に対する社会貢献としての科学あ

そびラボを多数開催しており、学生たちのサイエンス

コミュニケーション実践の場としての意味も非常に大

きい。ここ数年サイエンスコミュニケーションの重要

性が叫ばれるが、学生が実際に経験する場は少ない。

その意味で子どもたちに対して科学を伝える「科学あ

そびラボ」は学生にとって非常によいトレーニングと

なっている。

生命環境系　助教 Matt Wood

１　事業の概要

２　事業成果の概要

４　今後の展望

５　その他

３　地方自治体等との連携

開催日時 内　　容 参加人数

筑波大学キッズ
ユニバーシティ
2019．４．20

親子向け科学実験
教室「黒の秘密を
さぐれ」

　200名程度

国際植物の日
2019．５．18 同上 　30名

GEMS
ワークショップ
2019.10.26

ミツバチサミット
で の 科 学 実 験 教
室開催にあたり、
ジ ャ パ ン GEMS
センターにてワー
クショップ実施

　10名

ミツバチサミット
2019.12.14

小学生向け科学実
験教室

「ミツバチのから
だを知ろう」

　20名

な機関によって開催されていたことからつくば市内で

科学実験教室等を開催している人たちとの交流を深め

る機会ともなった。
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科 学 振 興

本企画では生物に関する作品展示を東京都渋谷区お

よびつくば市で行うことにより、生物の理解を広める

展示活動を行うことを目的とした。なぜなら、まだ生

物の一般的理解度はさほど高いとは言えない。生物学

者が生物学を人に伝えるときに事実を伝えて覚えさせ

るのはよくあるパターンだ。しかし、その事実を伝え

るだけでは生物学の魅力、社会へのつながりは十分に

理解できない部分も多い。

そこで、本企画ではアートにより、生物の事実の理

解を促進できるように芸術作品の展示を行った。生物

学の魅力を十分に引き出しビジュアライズ化するとい

う芸術的表現によって、生物学という専門的な内容を

人の感情に分かりやすく訴えることができると考えた

ためだ。加えて、広範囲な地域向けの展示を行うこと

は地域の活性化を生み、社会貢献につながると考えた

からだ。

また本企画では、筑波大学の総合大学という特性を

生かして、他学類間での学群を超えた交流により化学

反応を起こし、新しいクリエィテイブ作品を生み出そ

うという試みを行った。

春は東京都渋谷区の 100Banchi にて展示を行っ

た。秋は大学内の T+ にて展示を行った。

特に春の展示は、東京にもキャンパスがある筑波大

学学生が、東京へ進出し展示を行ったことは、つくば

市の知名度を広めるといった意味でとても有意義な活

動であったと思う。

メンバーや展示で興味を持ってくれた方々への交流

を大切にし、こういった展示の活動を継続的にやって

いきたいと思う。

ご協力いただいた村上史明（芸術系）先生、臼井 

健郎（生命環境系）先生に心より感謝申し上げます。 

生物学群と芸術学生で度重なるミーティングを行

い、プレゼンテーションや話し合いからインスピレー

ションを得て、展示までの期間、作品制作に励んだ。

その後、春学期の終わりに展示室渋谷区 100 

BANCHI にて展示を行った。生物の普及を主な目的

として行ったこの活動では、会期の１週間ほどで述べ

6,000 人以上の来場者が訪れた。

秋には、筑波大学内の T+ でも展示を行い、述べ

250 人程の来場者が訪れた。

成果として大学内にとどまらない他地域での作品展

示を行ったことにより、他大学の学生ら等から反響が

あった。また、生物がより分かりやすくなっていて面

白い活動だと思うといった声もあった。まだ影響とし

てはとても弱いものかもしれないが、続けていけば何

かしらの実りのあるものに変わって行くのではないか

と期待をしている。

芸術専門学群 島田　千聖

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

５　その他

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県つくば市、東京都渋谷区】

TSUKUBAX（つくばクロス）bio art project

↓渋谷区で行った展示のポスター
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国 際

人文社会系　准教授 明石　純一

キッザニア体験日の集合写真

ワークショップの開催風景
（筑波大学人文社会学系棟 A）

フォーラムのポスター

【活動地域：茨城県つくば市ほか】

国際都市つくばの新しい国際化施策
―定住外国籍児童に対する「職育」プログラム

本事業は、つくば市に居住する外国籍住民、おもに

青少年や児童に対する職業教育（以下、職育）支援を

実施するものである。彼（女）らに対して進学・進路

指導やキャリアアッププログラムを提供するとともに、

同事業の趣旨と目的を共有するグループ（自治体、公

立学校、大使館、NPO、企業等）間のネットワーク化

を積極的に進め、事業の効果的運営を試みている。本

学の学生も上の活動に参加することで、市民活動の多

様な経験を積む恒常的な機会が創出されている。本事

業の企画と運営にあたっては、財団法人日伯経済文化

協会（ANBEC）とも連携をはかり、その専門的リソー

スを外国籍児童への支援に活かしている。

主たる活動の一つ目は、支援対象者へのキッザニア

体験の提供である。対象校は、TS学園、エドゥカーレ校、

オプション校である（事前・事後授業を計８回、参加

者計 50 名）。別途、公立学校在籍のブラジル人児童

生徒を対象として、キッザニア体験を提供した。当日

は児童生徒と引率保護者を含めて計 147 名に達した。

イベントへの参加依頼や情報共有・意見交換を中心

に、県内の教育機関関係者（公立学校の国際担当教員

ほか）や国際課等との協力を多面的に進めている。

本事業・活動への参加者数は、現在に至るまでのべ

5,000 名近い。こうした実績と成果を踏まえ、地方自

治体との連携をより強化、事業を公式化していくこと

が望まれる。上を念頭に置き、大学発地域実践型の国

際社会貢献モデルを示し、将来的には公的予算により

自治体との協業で運用可能なモデルスキームとして成

立させることを引き続き目指したい。なお 2020 年度

は新型コロナウイルスの影響を鑑み、遠隔支援ツール

の開発と充実に努める。

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

主たる活動の二つ目は、有

識者フォーラムである。外国

籍住民の支援に関わる専門家

や大学研究者を招聘しフォー

ラムを開催した。本学からも

同分野に関連する研究に従事

する大学院生が複数参加、報

告を行った。

三つ目は、ワークショップ（教育とキャリアによる

夢の実現に向けて）の開催である。同イベントにはつ

くば市・茨城県内外から関係者を招き、筑波大学発の

本事業を通じて得られた知見の普及に努めている。本

事業を盤石にするために様々なステークホルダーから

共感を引き出し、その結果として協力を取り付ける機

会として位置づけている。

上記ほか連絡協議会の実施など多様な活動を含む本

プロジェクトは、多くの外国籍児童の「学ぶ動機」と「働

く意欲（想像力）」を長期的に高めることに資しており、

地域の教育関係者から好評を得ている。また、結果的

に本学学生の異文化理解や国際交流の実践経験にもつ

ながっている。
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国 際

生命環境系　教授 田村　憲司
【活動地域：茨城県つくば市】

筑波大学発 SDGs 活動発信拠点形成と
つくば SDGs パートナーの育成

つくば市は、2018 年２月に「持続可能都市ビジョ

ン」を発表し、同年６月には、国から「SDGs 未来都市」

に選定された。これに基づき、行政、民間、市民など

あらゆる関係者の間で、持続可能なまちづくりに向け

たパートナーシップを深めるとともに、連携・協力を

促進している。つくば SDGs パートナーを育成する本

事業は、筑波大学とつくば市が連携して、持続可能な

まちの実現に向けて、取組を行っている方や、これか

ら取組みたい方、取組に興味がある方に加入いただき、

参加メンバーが主役となったまちづくりを進めるため

のネットワークを形成するものである。

つくば市と筑波大学の連携事業として、つくば市の

持続可能都市ビジョンを市民に広く普及、啓発する目

的で、つくば SDGs パートナーの育成を推進している

が、つくば市政策イノベーション部企画経営課と連携

して、つくば SDGs パートナー講座の受講生を募り、

つくば SDGs パートナー講座を実施する連携体制が

整った。

SDGs 推進都市としてのつくば市の人材資源をフル

活用して、人間の五感や感性に訴える「つくば SDGs

パートナーズセミナー」やつくば SDGs パートナー同

士の交流であるつくば SDGs パートナーズミーティン

グ（仮称つくば SDGs パートナーズサロン）を実施す

る。さらに、SDGs パートナーが中心となって、いく

つかのチームをつくり、SDGs ワークショップを開催

し、つくば市の課題に取り組む活動家の育成を図る。

本年３月に第６回を開催予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響を受け、延期となった。

つくば市の SDGs 推進に対して強く関心を持ち、自

発的に発信する意識の高い「つくば SDGs 未来都市」

ファンを育成するとともに、パートナー同士が交流し

て刺激を与え合う機会や SDGs を発信するための行

政からの情報提供を受ける等のつくば SDGs パート

ナー講座およびワークショップを定期的に実施する。

一昨年末の 12 月より、筑波大学サテライトオフィ

スおよびつくば市役所コミュニティ棟を SDGs 発信拠

点と定めて本講座を実施し始めた。今年度、本格的に

始動した。具体的には、以下のとおり開催した。今年度、

新たに 129 名のつくば SDGs パートナーが誕生した。

第１回　「SDGs をどう実現・行動するか － つくば

の水環境を通して考える」

（筑波大学名誉教授 田瀬 則雄 氏）５月19日（日）

第２回　「SDGs と JICA の取り組み」

（JICA 筑波 小林 健一郎 氏）７月26日（金）

第３回　「SDGsの社内浸透99.6%はこう実現した」

（リコージャパン（株）太田 康子 氏）９月17日（火）

第４回　「多文化共生を考える～外国人材の受入れ

と日本社会のこれから、そして SDGs」

（筑波大学人文社会系 明石 純一氏）１１月26日（火）

第５回　「SDGs の達成に向けた取組」

（東京電力ホールディングス株式会社 高橋 浩之氏）

2020年１月18日（土）

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

５　その他

２　事業成果の概要

つくばSDGsパートナー講座（2019年11月26日（火））
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芸術系　准教授 程塚　敏明
【活動地域：茨城県つくば市】

コミュケーション・スキルアップとしての「夏休みアート・
デイキャンプ＆アートたんけん隊 2019」の実施

現代のデジタル世代の子供達において、身体感覚や

美的創造力を育む美術や音楽などの「情操教育」は、

より重要性を増している。本事業は本学芸術領域が行

う「こころの支援」であると同時に、アートを通じた「地

域活性化」及び「人材教育」である。今回で 12 回目

の実施となり、本学の芸術領域による夏のアートイベ

ントとして認知されている。今年度は小中高と多様な

年代の参加者とアートを通じたコミュニケーションと

表現する喜びを体感することに加え、多くの芸術学生

スタッフのコミュニケーション能力のスキルアップを

目指して本プロジェクトを実施した。

プログラムは「制作と鑑賞」を柱として、３つの活

動で構成されている。それぞれ芸術教員指導のもと学

生スタッフが中心となり、約 150 名の芸術を専門と

する日本人学生及び留学生が参加した。

【アート・デイキャンプ】（７月 20 日、21 日）体芸エ

リア 5C 棟の大石膏室を中心会場として、ダビデ像等

の大型石膏像、鳥の剥製や観葉植物などを観察して描

く「写生会」を実施。両日定員 120 名（小中高校生）

＋小学生の保護者が参加した。 （公財）つくば文化振興財団とつくば市の協力体制と

役割分担も構築されており、つくば市文化芸術推進基

本計画の活動としても施策されている。

今回保護者を対象にクラフト系の授業を紹介する

ワークショップを行ったところ大変好評であった。こ

れまで絵を描くことを中心として行ってきたが、本学

の幅広いアートの領域を活かしたプロジェクトの展開

を検討していきたい。

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

大石膏室でのアート・デイキャンプ

夏休みアート・デイキャンプ展 2019

【アートたんけん隊】（７月 20 日、21 日）本学内に

展示されている芸術作品を大学院生が用意した「鑑賞

ツール」を用いて楽しみながら鑑賞するプログラム。

その他、学生アトリエも見学した。

【夏休みアート・デイキャンプ展】（８月 20 日～ 25

日）事前に作品審査会を開催し、優秀作品には賞を授

与した（８月 20 日、表彰式）。展覧会場は茨城県つ

くば美術館で、全員の応募作品（377 点）を展示した。
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大震災以後、加速する人口流出と深刻な高齢化に直

面している過疎の町は多い。都市は人口集中に悩み、

地方は過疎に悩む。それが現代日本社会の大きな問題

だということは周知の通りである。

これまで２年間にわたり、われわれは、過疎に直面

する岩手県花巻市の活性化に取り組んできたが、本年

度はさらに、地域の壁を越え、大人と子供の壁を越え

る、全国的な地方活性化プロジェクトを展開した。

過疎の問題をその地域だけで解決しようとするこれ

までのやり方は既に行き詰まっている。それは地方だ

けの問題ではなく日本全体の問題である。しかも地方

での豊かな生活を実現することは、都市の生活を、さ

らに日本全体を豊かにすることに直結する。また、こ

の問題は単に専門家が、あるいは「大人」たちが解決

すれば良い問題ではなく、まさにこれからの日本を担

う高校生たちが大人と共に考え、協働して取り組んで

いくべきことである。

そこでわれわれが企画したのは、全国の高校生によ

る地方創生サミットである。

人文社会系　准教授 五十嵐　沙千子

１　事業の内容

【活動地域：岩手県花巻市・盛岡市、山口県萩市、熊本県熊本市】

哲学カフェによる地方創生
～「町を日本の故郷にする」プロジェクト

サミットの中心になったのは花巻市である。東京を

はじめ全国から選抜された高校生６名（筑波大学プロ

ジェクトによる旅費滞在費全額補助。地方創生に関す

る論文審査による）と、全国各地からの自費参加者、

合わせて 30 人近くの高校生が夏休みの花巻に集ま

り、地方創生の立役者として全国的に活躍している

様々な大人たちと二泊三日の対話を行なった。

このサミットのテーマとなったのは、「高校生はど

んな未来の日本をデザインするのか？」また「大人は

高校生と共に、地方は都市と共に、どんな共同の未来

をデザインするのか？」である。

さらに、このサミットでの対話を中心にして、秋以

降、われわれは、花巻市と、地方創生の成功事例であ

る山口県萩市、および熊本地震以降の復興を模索して

いる熊本県熊本市との対話を進めた。全国の様々な地

域・様々な属性の市民たちの対話を生み、そこで形成

されたシナプスをより強靭なものにしていくことがわ

れわれの課題だと考えたからである。

その際の手法としてわれわれが選択したのは「哲

学カフェ」、特に「ホール・システム・アプローチ」

の形式での対話である。この手法は、大規模な市民

間対話に非常に有効な手法として、アメリカ各地や

横浜市などでも使われているが、対話のプロセス・

デザインが複雑であること、実際のファシリテー

ションが困難であることから非常に高額の費用を伴

うものとなっており、財政難を抱える過疎地域では

これまで導入されていない。このアプローチはわれ

われ「哲学カフェ」の得意分野であることから、今

（全国高校生サミットポスター）

（高校生サミットの様子）
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回のプロジェクトでもこの手法を採用し、大きな成

果を上げることができた。

さて、われわれが今回、連携先として選択したシナ

プスは、先述したように、花巻、萩、熊本の三県三市

であるが、まず山口県萩市では、萩高校での高校生た

ちの哲学カフェ、さらに翌日には高校生と市民たちと

の共同の哲学カフェを実施し、花巻サミットでのテー

マに萩での問題を重ね合わせて議論を深めた。その議

論を、われわれは年明けに熊本に拡大した。熊本市は

九州有数の大都市であり、また地方創生が成功して独

自の魅力を形成する地域であるが、大地震以降の復興

に悩んでいる町でもある。熊本市においては熊本高校

における熊本高校生サミットを開催し、さらに翌日に

は、熊本のみならず鹿児島から福岡まで九州全土から

集まった総勢 50 人近い市民たちの対話を実施した。

こうして、夏に始まった全国高校生サミットの成果

を、秋には萩市、年明けには熊本市に拡大したあと、

われわれはその連帯の成果を三月初頭の岩手県盛岡市

に持ち帰った。岩手県内をはじめとして青森や仙台な

どからも市民が集まり、一年を纏める密度の濃い対話

を行うことができた。

県や町の壁を越え、また大人と高校生の、専門家と

一般市民の壁を越えた、広い共同での対話によって、

自分たちの住む日本を共に作っていこうとする今回の

筑波大学哲学カフェプロジェクトは大成功であったと

言えるだろう。

本学および関係各位に心から感謝したい。

本事業の最大の成果は、地方創生を中心テーマとす

る全国の高校生たちの連帯、地域や属性を越える市民

と高校生の連帯を作り出すことに成功したことである

が、高校生サミットや、萩・熊本での高校生対話、市

民間対話などがラジオや地元テレビ、また新聞等で広

この３年間のプロジェクトを通して、花巻、盛岡、

萩、熊本など各市の高校や教育委員会等からの招聘依

頼や、また各地域で地方創生に取り組んでいる市民団

体との連携が現在も継続しており、コンサルティング

を進めているところである。

本プロジェクトは、花巻の高校生たちが始めた市の

再生への思いを引き継ぎ、子供／高校生／高齢者／市

に住むさまざまな年齢・属性の市民たち／行政など、

全国の全ての市民たちの間に、自分たちの住む町づく

りに向けての持続的で生成的な大きな対話を立ち上げ

てきた。こうした協力体制の中で、持続的で生成的な、

息の長い地域再生プロジェクトを継続することができ

れば、他に類を見ない革新的な地域再生プロジェクト

として、本学の名を高めるものと確信している。幸い

なことにわれわれにはワールドカフェプラクティショ

ナーの資格を有するメンバーがいる。ホール・システ

ム・アプローチを実施する財源を持たない日本各地に、

筑波大学の支援で、今後も哲学カフェを中核とした市

民間対話が継続されることを強く求めたい。

２　事業の成果

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望
（ホール・システム・アプローチ。市民間対話の様子）

（萩での哲学カフェの新聞記事）

く広報された

ことは、本学

の社会的プレ

ゼンスを高め

る上でも非常

に大きな成果

となったと言

える。
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（全国高校生サミット関連資料）

①全国高校生サミットのハーベスト : 高校生たちのデザインした未来の地方創生

②全国高校生サミットのハーベスト : 高校生たちから寄せられた感想の一部

◆◆◆◆◆

正直、未だ消化しきれていないことや、新たに言いたいことがわいてきて、脳の中に巨大な泥水のうずがあるか

のようです。考えすぎて気持ち悪い。来なければ、一生こんな感触を体験することはなかったと思います。で

もそれは、決して「来なければ良かった」ではありません。この場にこなければ、こんな体験なんてできなかっ

た。一生できなかった。一生の宝物になると思います。

◆◆◆◆◆

心の枠をぶっこわされたような、、心の中に洪水が起こったような、、頭に稲妻が走ったような、、そんな衝撃で

した。「どうして遠野だけが“私の”故郷なのか？」

地球に生まれたから地球が故郷だ、に行きつきました。書きたいことはまとまりませんが、、、脱皮宣言！

頑張ります、とっても楽しかったです。ありがとうございました !!!

◆◆◆◆◆

「決定的に変わった」というのは、軽率のようでいて、私の真理であった。

出会った人に思いを馳せて、生きていくように、なる。心から感謝申し上げます。
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◆◆◆◆◆

様々な意見を交換してみて自分の考え方が 180 度変わった。１日目の終わりから自分の成長を感じた。今まで

相手が話し終わるまで待つのが普通だったけれど、気になった途中で質問すると話をより広げていくことがで

き、最終的に最初に話していたこととは一見何も関係ないようなことまで話がつながることに気づくことができ

た。

◆◆◆◆◆

自分がサミットに参加してよかったと思うこと

私がこのサミットで得られたことは「対話（ダイアローグ）の必要性」を学べたということです。自分の言葉を

うまく話す必要は全くなくて、ただ向かい合ってじっくり考えた自分の考えを伝えることが大事だという言葉に

とても感動して、自信を持てました。高校生のうちにそのことに気づけたということは非常に良いことだと自分

でも実感しています。本当にありがとうございました。招いてくださり、温かく接してくださったみなさんに本

当に感謝の気持ちでいっぱいです。

◆◆◆◆◆

とにかく全てが新鮮で刺激的でした！

誰かが意見を言っても一切否定せず、むしろそれを深く掘り下げていったり、誰かが今まで出なかった答えを

言った時にうなずいたりしている。そういう雰囲気がとても好きでした。今まで漠然としていた地方創生につい

てが、このサミットを通して漠然というよりも深いものだったということがわかりました。

◆◆◆◆◆

地方創生についての考えが 180 度変わりました !

私は、今まで地方公共団体がうまく対策を行って、主体的に行動できる & 地方に興味がある人が経営政策につ

いて学んで、その土地の特色を PR すれば、自然と地方創生の問題は解決されるだろうと思っていました。で

も、この３日間のディスカッション、朝活を聞いていくうちに、そんな簡単なことではなく、日本の都会民でも

地元民でもどちらでも、本当に自分たちの住みやすい町（共同体）を作り出すことが大事で、それがあれば無意

識というか、自然に地方創生がうまく行われていくという考えに一新したと実感しているので、本当に面白くて

楽しいなと思いました。

◆◆◆◆◆

前までの地域創生のイメージと、３日間を終えた今でのイメージがガラリと変化して戸惑っている。自分は、こ

こに参加して目的を果たせたかどうか、微々たるものだが不安がとぐろを巻いている。でも、有意義だったと胸

を張って言えるように、生かしていきたい。とても濃い３日間、楽しかった。

◆◆◆◆◆

自分になかったものをたくさん吸収することができた。今回、たくさんの面白い人たちに出会えてみんなとご縁

があったことがうれしいと思えた。自分の中にあるものを全て出し切る気持ちで話をしていたけれど、それ以上

のものが返ってきて、世の中にはすごい人がたくさんいて、自分はまだ知らないだけだと感じた。

自分もこういう機会をつくれる大人になりたい。
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本事業は、作品制作、企画編集、学術研究に豊富な

経験をもつ本学教員、卒業生、連携関係にある茨城県

在住および国内外のコミックス・アーティストによ

る一般市民を対象としたマンガ制作の体験型ワーク

ショップおよび海外マンガ作家との交流を通じて、現

代における国際交流・異文化体験のツールのひとつで

あるマンガの可能性をアピールし、大学を介した市民

と地域社会、世界とのつながりを広めることを目的と

する。

令 和 元 年 ９ 月 21 日 か ら 23 日 ま で の ３ 日 間、

ワークショップを開催した。本ワークショップは参加

者と国内外のマンガ家が集い、つくば市の古民家の環

境にインスパイアされたマンガを作成することを通し

て、グローバルとローカルを再発見することを目指す

ものである。

ワークショップには市内の中学生、大学生、市民を

含む 20 名が参加し、筑波大学卒業生のマンガ家木

野陽先生、同じく横井三歩先生、芸術系の山本美希助

教、カナダ・ケベック出身のジュリアン・パレ - ソレ

ル先生、台湾出身の阿油先生、ベネズエラ出身の本学

留学生イサベル・ファッチーニさんを講師にグループ

に分かれてマンガ制作に取り組んだ。

初日はつくば市北条の矢中の杜で、午前中は守り人

さんのガイドで建物を見学した。午後はグループ毎に

集まって作品のプロット作りを行った。講師と参加者

が見学の中で印象に残ったことを話し合い、作品のス

トーリーをまとめた。

２日目は本学春日エリアのクリエイティブメディア

ラボでマンガの作画を行った。マンガを描くのはこれ

が初めてだったり、これまでマンガ・イラストレー

ションを描いた経験があったり、参加者のバックグラ

ウンドは様々だったが、皆で役割を分担して全てのグ

ループが作品を完成させた。参加者にとってはプロの

マンガ家の創作現場を間近で見る良い機会となった。

また、特別講演としてジュリアン先生がこれまでの創

作活動や作品、影響を受けたマンガやアニメーション

国際室　教授 森尾　貴広

１　事業の内容

２　事業の成果

【活動地域：茨城県つくば市】

マンガでトランスボーダー Vol.４：
マンガであなたとつくばと世界をつなごう！

作品について紹介した。

３日目はさくら民家園で午前中に各グループの作品

をまとめて印刷した作品集の製本体験を行った。午後

はグループ毎に作品の意図や工夫した点を発表した。

出来上がった作品集は各参加者に配布すると共に、矢

ワークショップ初日

２日目

終了後参加者、講師、スタッフ全員で記念撮影
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本事業の実施において、ワークショップ会場の提供

等、つくば市および NPO 法人“矢中の杜”の守り人

の協力と連携を得た。

本事業でのマンガ制作ワークショップ形式での社会

貢献モデルは、他の自治体からも注目を集め、茨城県

内の自治体から地元女子中学生を対象にした、地域で

の女性の活躍に関するマンガワークショップの依頼が

あり、実現に向けて検討中である。

マンガは比較的言語に依存しない自己表現手段であ

り、その制作の過程でいかにして他人にものごとを伝

えるかについての良いトレーニングとなる。今後外国

人居住者との共生、世代間のギャップの緩和など「異

文化」理解の難しさに起因する社会の問題への取組の

ツールとしてこのモデルを適用していきたい。

トランスボーダー・マンガ・リサーチグループ

web ページ

http://transbordermanga.blogspot.com

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

５　その他

中の杜、さくら民家園に寄贈した。

令和２年２月 29 日、３月１日に BiVi つくばイベ

ントスペースにて、ワークショップの原画、下書き等

の展示会を行った。計画当初は参加者を交えた振り返

り会を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染

のリスクを考慮して展示のみとした。２日間での来場

者は約 30 名であり、当日放送の茨城放送のラジオ

番組で紹介された。

ワークショップ作品集の表紙
（デザイン・イラスト：木野陽先生）
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みんなの使いやすさラボ（みんラボ）は 、2011

年開設以降、「モノの使いやすさ」を研究対象とした

社会貢献活動を行ってきている。具体的には茨城県南

地域在住の高齢者に「みんラボ会員」としてボラン

ティア登録をしていただき、登録高齢者にモノに関す

る検証実験や研究、討論会などへ参加してもらう活動

を定期的に実施してきている。これらの中で、みんラ

ボの活動をもっと地域に広めたいという要望が会員か

ら寄せられ、本事業である「みんラボ四季報」が発行

されることとなった。

四季報は、みんラボ会員の中からボランティアと

して手を挙げた「みんラボ広報の会」（2020 年３月

時点で 10 名）のメンバーによって編纂されている。

広報の会のメンバーは、みんラボ事務局と協力し、み

んラボの活動の取材、記事の執筆・推敲・校正・印刷

などの編集活動を行ってきた。その結果、2014 年

の創刊号から 2019 年４月の最新号に至るまで、計

16 号にわたって、みんラボの研究活動や会員による

地域貢献活動などを発信している。

印刷されたみんラボ四季報は、つくば市だけでな

く、つくばみらい市・牛久市・土浦市・守谷市・取手

市・龍ヶ崎市の市役所及び関係部署にて配布されてお

り、また、つくば市・牛久市の社会福祉協議会やシル

バー人材センター、生涯学習センターなどでも配布さ

れている。みんラボ活動の情報提供を通して、地域の

高齢者の学習意欲の向上やコミュニティの活性化など

に貢献することを目指しており、読者から手紙が届く

などの反響もある。

今後も、年に２回四季報を発行できるよう、広報の

会を継続的に実施していく予定である。さらに、アン

ケートや読者の意見を踏まえて、さらに良い紙面づく

りを行っていくよう、工夫を続けていきたいと考えて

いる。また、現在、新たな執筆メンバーも募集中であ

り、活動の幅を広げていくことを目指している。

人間系　教授 原田　悦子

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

【活動地域：茨城県つくば市他　県南地域】

高齢者コミュニティで作る産学・社会連携プロジェクト：
広報誌を介した地域づくり

2019 年度は、みんラボ四季報第 15 号、16 号

を発行した（図２）。公刊した四季報は紙媒体として

の配布の他、みんラボ HP にてダウンロードもでき

るよう公開している。

図１　みんラボ広報の会の様子（共同研究棟Ａ棟にて）

図２　完成した四季報第 15 号、第 16 号
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地域の文化財は、身近な歴史や文化を伝えるかけが

えのない存在である。本事業では、土浦市教育委員会

と連携しながら市内の重要遺跡を調査し、最新の成果

を市民にわかり易く伝えるための学習会を開催するな

ど、パブリック・アーケオロジーの実践に努めた。

事業の目的に沿って、（１）市指定史跡・后塚古墳

（土浦市手野町）の発掘調査、（２）市民向け説明会、

（３）小学生向け学習会、（４）市民向けパンフレット

の作成を行った。以上のうち、（２）については、発

掘期間中の 12 月 14 日に地元住民を対象として実

施し、（３）については、12 月 17 日に地元の上大

津西小学校６年生を対象として実施した【写真１】。

いずれも好評で、今後のさらなる充実に期待する声が

多く寄せられた。（４）については、后塚古墳の発掘

調査成果を平易に解説したパンフレットを 500 部作

成し、土浦市の博物館や公民館に配布場所を設置した

【写真２】。

上記（１）～（３）の事業は、すべて土浦市教育委

員会（上高津貝塚ふるさと歴史の広場）と共同で実施

した。また、現地作業や説明会の実施にあたっては、

土浦市上大津公民館の協力を得た。

后塚古墳とそれに隣接する王塚古墳（市内最大の前

方後円墳）については、土浦市教育委員会との共同

調査として、2018 年度から４ケ年をかけて順次発

掘調査を進めていくことが決定している。2020 ・

2021 年度は王塚古墳の発掘調査が予定されており、

その際にも小中学生を対象とした学習会や市民を対象

とした説明会、公開講座等を企画・実施し、さらに充

実を図っていきたい。また、地域文化財の意義を伝え

るための企画展示を、本学の展示施設（人文社会系学

術展示室）で開催することを検討していきたい。

人文社会系　准教授 滝沢　誠

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

【活動地域：茨城県土浦市】

博学連携による地域文化財の再生と利活用―土浦市における
重要遺跡の調査とパブリック・アーケオロジーの展開―

写真１　小学生向け学習会の配付資料 写真２　后塚古墳の発掘調査成果を伝える市民向けのパンフレット
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近年急増する外国人児童生徒に関わる様々な問題

に対応するべく、筑波大学、つくば市教育委員会、

市内の小学校、市民ボランティア団体、つくば市国

際交流協会等と連携し、問題を解決できる体制を整

備します。

具体的には、大学生日本語支援者バンクの整備、児

童の放課後学習支援スペースの開設、関係機関の職員

による連絡会・勉強会の開催、などの実現に向けて、

各機関が有している課題の共有と、具体的解決に向け

たアイデアの立案を行います。

人文社会系　准教授 松崎　寛

１　事業の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

つくば市における外国人児童生徒支援体制の構築

2019 年７月に、外国人児童生徒受入れで先駆的

な試みを行っている浜松市の小中学校や多文化共生

センターを見学し、担当者からお話を伺う機会を得

ました。

ここで得られた知見をもとに、大学生日本語支援

者バンクの整備、児童の放課後学習支援スペースの

開設にむけ、筑波大学留学生および外国人研究者の

「困りごと」を把握し、大学や市と共有するべく、イ

ンタビュー、アンケート調査、懇話会等を実施しま

した。アンケート調査や懇話会実施に際しては、全

学の教職員と学生が一体となってプロジェクト型教

育を行うべく、T-ACT プラン「つくば子育て家族サ

ポートプロジェクト」を活用し、オーガナイザー学

生が地域課題解決活動を通じた主体性を涵養するこ

とを目指しました。

アンケート「筑波大学留学生および家族の言語生

活に関する実態調査」は、留学生の多い 10 の言語

に翻訳してウェブ上で実施しました。2019 年８月

から 12 月までで 100 件以上の回答があり、家族帯

同者からは「大学内に留学生が利用できる保育所や

放課後学習支援スペースが欲しい」等の声が寄せら

れました。

懇話会の第１回は 2019 年 11 月に行われ、子育

てをしている中国語話者の方を対象に、生活に必要な

情報や子どもの教育等（言語教育・進学について）に

関して困りごとを共有する機会を提供しました。話し

２　事業成果の概要

合いは中国語の通訳を介しつつ進めました。

大人が懇話会を行う間に子どもが遊べるキッズス

ペースも用意し、留学生家族と日本人学生・教職員と

で、課題の解決にむけて共に考えました。

第１回子育て外国人家族のための懇話会チラシ

第１回懇話会の様子

これらの調査結果の一部は、2020 年１月 12 －

13 日に筑波大学で開催された第 2 回国際シンポジ

ウム「地域社会と多文化共生」で報告され、参加した

学生・教職員、学外の方々等約 170 名の参加者と情

報共有及び意見交換を行いました。
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第２回国際シンポジウム
「地域社会と多文化共生」での発表の様子

上記活動報告等を発信するために、「つくば日本語

支援リサーチグループ」のウェブサイトを作成しまし

た（https://tsukuba-kosodate.net/about/）。 今

後もサイトを通じて情報発信をしていきます。

つくば市教育局、つくば国際交流協会、市民ボラン

ティア団体、筑波学院大学、筑波大学から構成された

「つくば日本語支援プラットフォーム」を 2019 年

４月に立ち上げ、不定期に会合を開きながら、情報共

有と課題の洗い出し、そして課題解決のための実践を

行ってきました。

ま た、2019 年 ６ 月 よ り、 茨 城 県 教 育 委 員 会、

NPO 団体との連携によるグローバルサポート事業へ

参画し、小中高等学校における外国人児童生徒教育へ

の支援やアドバイザー業務の実施を行ってきました。

７月には筑波大学総合研究棟Ａで、認定 NPO 法人茨

城 NPO センター・コモンズ主催、一般参加無料の講

演会「DLA の学校現場での活用」が行われ、外国人

児童生徒のための JSL 対話型アセスメント「DLA」

を学校現場で活用する方法について学びました。

これら様々な関係者・関係組織が連携して、組織的

にプロジェクトに取り組めるようになったことの意義

は非常に大きく、今後、外国人児童生徒、日本人児童

生徒、日本人大学生、留学生、学校教員、市職員、地

域住民等々、様々な層への波及効果が期待できます。

３　地方自治体等との連携

懇話会等、2019 年度末に実施を予定した計画の

一部が、新型コロナウイルスによるイベント自粛によ

り中止・延期となったため、2020 年度は、インター

ネットを通じた支援なども視野に入れた活動を展開さ

せていきたいと考えています。

具体的には、以下の２点です。

１）子育て家族のための懇話会の定期的実施

つくばで子育てをしている外国の方々に交流の場を

提供するイベントとして、懇話会の第一回が行われま

したが、継続的実施を希望する参加家族は多く、市民

活動の担い手としてこのような活動に参画する場こそ

が彼らのニーズなのだということが実感できました。

今後、定期的に家族同伴での懇話会を実施し、子育

てに関する情報共有を行うと同時に、児童の放課後学

習支援スペースの開設に向けた試行を積み上げ、イベ

ント協力者である大学生のネットワークを拡充して、

「日本語支援者バンク」を整備することも進めていき

たいと考えています。

２）プレスクールの検討

現在、つくば市役所の市民窓口課では、住民登録に

来た外国人に学齢期の児童生徒がいた場合でも特に就

学説明は行わず、自発的に希望した家族だけが学務課

で就学手続きを行っています。そこで、他自治体の取

り組みを参考に実施の計画を立て、市民窓口課と学務

課の間に入って保護者への聞き取りや進路相談を行

い、児童生徒の日本語支援などのプレクラスが行える

可能性について検討し、効果的な支援策の策定を行う

予定です。具体的には、つくば市国際交流協会と連携

協力し、就学相談や進路希望などの聞き取り調査を行

い、子育て外国人家族が適切に就学手続きできる説明

会を実施します。

４　今後の展望



22

文化・地域活性化

市民が、地域課題に向き合い、データ分析を通じ

てより良い地域社会をつくるための方策を検討し、

解決策を考え、自分事として実現に取り組む運動

（Civic Hack）をつくば市において展開する。具体

的には、自治体職員と市民・市民団体、エンジニア、

学生、企業等が協働する「場（イベント名：Hack 

My Tsukuba）」をつくば市とともに設定し、各主

体の問題意識の共有、データを用いた問題の可視化、

解決策の検討と具体化（プロトタイプの製作）など

に取り組む。

自治体は公開されていない公共データや現在抱えて

いる地域課題を公開し、市民・企業等は課題や課題解

決のためのアイディア・技術などを提供する。地域課

題に関係するステークホルダーの埋もれている資源の

発見・組み合わせの試行錯誤によって、地域の身近な

課題について、市民自らが考え、解決していける社会

づくりに貢献する。

システム情報系　教授 川島　宏一

１　事業の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

Hack My Tsukuba2019
～市民の市民による市民のための問題解決～

2019 年度は、つくば市が重要政策課題のひとつ

として掲げる「誰もが取り残されず、自分らしく生き

るまち」を全体テーマとして、「高齢者福祉」をサブ

テーマとして、以下、全３回（７月 27 日（土）、10

月 26 日（土）、１月 25 日（土））のワークショッ

プを開催した。

２　事業成果の概要

筑波大学大学院社会工学専攻が提供するファシリ

テーター育成プログラム「地域課題解決ファシリ

テーター育成」を履修する学生が、メインファシリ

テーターのほか、進行補助、広報、資料作成、調達

の業務を分担し、つくば市職員と共同で Hack My 

Tsukuba の運営に携わった。回を重ねる毎に応募者

人数が増え、本事業の意義が浸透してきていることが

感じられる。

本事業はつくば市政策イノベーション部情報政

策 課 と の 共 催 で あ る。 情 報 政 策 課 が、Hack My 

Tsukuba の運営とともに、課題の可視化や問題解決

に必要とされる様々な公共データの公開を推進し、大

学と共に市民による地域課題解決の後押しをした。ま

た、今回のサブテーマ「高齢者福祉」に関連の深い、

市の関連部署担当職員による事前打合せや当日のグ

ループディスカッションへの参加があった。

３　地方自治体等との連携

全３回のワークショップを通じて、年齢・性別・職

業が多様な参加者間での議論や解決策の検討が行われ

た。これにより、参加した市民には、地域社会の一員

としての課題を共有し、課題解決に自分事として取り

組むという意識が醸成された。また、つくば市にとっ

ても、市民の問題意識や地域社会のあるべき姿につい

て、直接市民から意見を聞ける貴重な場となった。

全３回を通して同じ参加者が継続的な検討を行うこ

とを想定したが、実際は各回で参加者が異なった。同

じメンバーの参加を奨励すること、各回で参加者が異

なった場合でも円滑に進むようにすることが課題であ

る。そのため、次年度は第１回イベント時に年間日程

を提示し、同じメンバーの参加を求める。また、各回

で参加者が異なっても時間内に解決策の提案まで到達

できるよう、参加者の経験やスキルなど属性を考慮し

たグループメンバー構成を行う必要がある。

４　今後の展望

多様な参加者から成るイベント終了時の集合写真
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本事業は令和元年９月 21 日（土）に、研究学園

駅前公園にて開催した。来場者数は概算で 1,100 名

ほどを記録した。

本番当日は一部雨の予報が出ていたが、無事に予定

通りに開催することができた。今年は縁日が４店舗、

キッチンカーが６店舗、やぐらを囲んだ。開場から途

切れることなく来場者が訪れ、家族連れを中心に地域

の方々が多く見られた印象である。

小学生や中学生の来場が増加傾向にあることを鑑

み、本年度は子ども向けコンテンツの充実を意識し

て会場作りを行った。パフォーマンスは、吉瀬三日

月囃子保存会の方々や、フォルクローレワンマンバ

ンドの Rio de 半仁門様など、地域で活躍されている

パフォーマーを招いた。また、筑波大学ヒーローア

クション同好会やヲタ芸サークル・The Empire of 

TSUKUBA といった筑波大学所属団体の方々にも来

ていただき、どのパフォーマンスも迫力満点で楽しい

ものだった。子どもたちをはじめ、来場者の方々も非

常に楽しんでいる様子だった。

盆踊りの時間は三部から成り、第一部では伝統的な

盆踊り、第二部では「Happiness（嵐）」や「パプリ

カ（Foorin）」など子どもに人気のポップスに合わせ

た盆踊り、第三部では様々なジャンルの楽曲に合わ

せて、オリジナルの振り付けで盆踊りを行った。部

が進むにつれて会場は盛り上がりを見せ、特に第三部

では、夏の夜と煌びやかに灯るやぐらのコントラスト

が非常に美しく、元気に楽しく踊る方々の姿が印象的

２　事業成果の概要

今回の開催にあたり、つくば市とつくば市教育委員

会から後援を頂いた。誠にありがとうございました。

３　地方自治体等との連携

今回は特に家族連れに向けたコンテンツを多く盛り

込んだが、今後は留学生などの外国籍の住民への広報

およびコンテンツにも力を入れていきたい。また、駐

車場案内の不足など、当日の対応が不十分だった点も

あり、以降の課題としていく。つくばに根差したお祭

りにできるよう、より一層努力していく次第である。

４　今後の展望

盆踊り第三部　やぐらを囲む人々

つくば市内に住む大学生、留学生、家族といった

様々な人々の交流の場を作ることを目的としている。

盆踊りの振り付けを古典の曲のみならず、J-POP と

いった現代の曲にも合わせて踊るという新しいお祭り

を開催する。他にも国際色豊かな店舗の出店や、様々

なパフォーマーを呼びパフォーマンスの披露を行って

もらうことを考えている。例年家族連れが多く来場し

てくださるので、今回は子供向けの曲やパフォーマン

スを多く取り入れる。

人間学群心理学類 阿部　光多

１　事業の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

盆 LIVE2019

だった。音楽や踊りの経験が無くても盆踊りの輪にと

び込み、子どもからお年寄りまで年代関係なく交流す

る様子が見られたことは、実行委員会として感慨無量

である。

この度の開催にあたって、ご協力いただいた多くの

皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございま

した。
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筑波大学構内ミューズガーデンにおいて、学内外の

外国ルーツの人々を含めた地域住民とともに野菜や果

物を皆で育て、食の時間を共有する。これにより日常

的な交流を生み出し、相互理解のきっかけを作る。本

年度は新たに体育専門学類、特に「つくばアスリート

レストラン（TAR）」所属学生と連携し、人々の食へ

の意識啓発・心身の健康増進を図る。以上により、地

域における多様な人々が食でつながり、健康になる共

生社会の実現に寄与する。

生命環境系　助教 新保　奈穂美

１　事業の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

多様な人々が食でつながり健康になる多文化共生ガーデン

３月に TAR とともに植え付けたジャガイモを用い

て５月に収穫と調理のイベントを筑波大学の学生寮グ

ローバルビレッジにて開催した。中国やエジプト、日

本出身の学生が TAR の指導のもとジャガイモを様々

に調理し、楽しい交流と学びのときを過ごした。

２　事業成果の概要

その後は夏野菜を栽培し、参加者は日常的にとれる

収穫物を材料として、出身国あるいは日本ならではの

方法で調理した。調理の成果は SNS で共有された。

また、春にガーデンに立ち寄った地域の方がお裾分

けで植えつけてくださったサツマイモを、11 月に収

穫し、同時にバレ－ボール会を行うという企画がエジ

プト出身の学生中心で開かれた。食に関する活動の傍

ら運動を行うことにより、参加者は心身ともにリフ

レッシュの時間を楽しむことができたと思われる。

TAR とのジャガイモ収穫・調理イベントの様子

収穫したサツマイモとバレーボールの様子

市内の国際交流関係団体や公的施設へのリーフレッ

ト配布などの広報協力依頼を予定していたが、令和元

年度は都合により実施できなかった。結果として主に

学生・教職員やその友人・家族のみの活動となってし

まった。地域の様々な人を巻き込むために今後は積極

的な連携が必要であると考えている。

３　地方自治体等との連携

新型コロナウイルスへの対応によりプロジェクト実

施の難しさはあるが、日常的に通い身体を動かすこと

のできる緑豊かなオープンスペースとしての機能は重

要であることから、状況を見ながら様々な文化・世代

の人々を包摂する地域交流の拠点としてミューズガー

デンを今後も活用し、多文化共生ガーデンプロジェク

トを発展させていきたいと考えている。また、つくば

市が実施している研究者による子どもの教育支援プロ

ジェクト「つくば STEAM コンパス」などと連携し、

地域の小学生が取り組む自由研究の場の提供などにも

取り組みたい。

４　今後の展望

活 動 に ご 興 味 の あ る 方 は Facebook の Muse 

Garden ページやメール（musegarden.tsukuba[at] 

gmail.com（[at] を @ に変換））などからご連絡い

ただけますと幸いです。

５　その他
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「いもりの里」では、関東平野の典型的な荒廃した谷

津田・里山（取手市の耕作放棄地）を舞台に、地域住

民と行政、学術サイドが協働して農村・都市一体型の

維持管理ネットワークの構築に成功し、イモリ（絶滅

が心配される水生動物）も棲める上質の自然環境を復

元しながら、生命環境教育・農業体験・地域産業振興

活動などの総合プログラムを実践している。本事業で

は「いもりの里」（地域の宝／サンクチュアリ）をモデ

ル拠点として活用・維持しながら、周辺地域への拡充

計画策定や周辺小学校での科学体験学習を支援する。

取手市役所まちづくり振興部を中心に「いもりの

里」の候補地選定時以来 13 年にわたり支援をいた

だいている。取手市から地元（いもりの里協議会）へ

の公募補助金が継続的に採択されているほか、イベン

ト運営スタッフへの市役所職員の方々の参加、有害外

来生物（アライグ

マ）の駆除など、

地域住民との３者

間で連携した円滑

な協力体制が確立

している。2019

年 11 月 10 日

に「いもりの里」

事 業 10 周 年 記

念の市民公開講座

を取手市の施設で

実施した。

小学校児童を中心に家庭でのイモリ幼生飼育体験

プログラムも数年に渡り提供しており、卵から成体イ

モリまで立派に育て上げて、いもりの里に放流するま

でになっている。今後は、イモリネットワーク・ジュ

ニアとして拡充し、「いもりの里」を生命環境教育の

拠点としてもさらに発展させていく。また、世界で唯

一のアカハライモリ・ストックセンターとしての役

割（Nature Protocols 6：593-599，600-608，

2011 ほかに記載）も益々重要になってくると思われ

る。イモリ野外生態観察場で実施してきた追跡調査の

知見を生かし、繁殖環境の整備にも力を入れている。

ポートフォリオはイモリネットワーク (Japan Newt 

Research Community) の Web ページに随時掲載

http://imori-net.org/

これまでの活動を通じ、地域住民サイドからは「い

もりの里」の継続活用と維持継承を望む声が、行政サ

イドからは類似の事業展開を探る声が強いことが分

かった。そこで初期整備を終えた「いもりの里」をモ

デル拠点として本格的に活用・維持しながら、科学学

習支援や周辺地域への拡充計画策定支援・提言を継続

的に実践している。

田植え・稲刈り・収穫祭等の様々なイベントや生命

環境関連の様々な総合学習プログラムは、いもりの里

協議会が中心となって、行政、教育委員会・学校、地

域住民の協力も得ながら、年間 11 回開催した。

生命環境系　助教 丸尾　文昭

３　地方自治体等との連携

【活動地域：茨城県取手市】

「いもりの里」をモデル拠点とした谷津田・里山の復元・
維持管理ネットワークの継続的発展 2019

表．令和元年度 いもりの里年間行事

１　事業の概要

２　事業成果の概要

４　今後の展望

５　その他
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２.１. 温帯域の海洋生態系に関する市民向けイベント

城ケ崎海洋公園で一般向けのセミナーを開催した。

元東海大学教授の横地先生により伊豆のサンゴの特

色、国立環境研究所の北野研究員は伊豆のサンゴの分

類、筑波大学のアゴスティーニ助教は温暖化や海洋酸

性化による伊豆の海の生態系の将来を紹介した。

サンゴウィーク 2020 年では下田海中水族館での

パネルおよび伊豆に生息しているサンゴの展示を行っ

ている。子供でも分かる質問式でサンゴの基本情報を

紹介し、水族館と共同で行った調査結果を紹介してい

る。伊豆で多く見られるキクメイシ、ニホンアワサン

ゴやエンタクミドリイシの生きた個体も展示し、ダー

クライトによるサンゴの蛍光色の観察出来る水槽が設

置されている。

２.２. 伊豆半島における市民との共同サンゴ調査

地元のダイビングショップ、下田海中水族館、江の

島水族館や漁協の協力を得て、ダイビングインストラ

クター等とともに伊豆周辺で潜水し、サンゴの調査を

実施した。菖蒲沢など東伊豆で大型海藻が多い温帯海

域的な生態系から西伊豆町田子など東伊豆でサンゴが

多く生息している熱帯化が進行中な生態系の観察と記

録ができた。

地球温暖化に伴う水温上昇は、沿岸域の生物群集に

大きな変化をもたらしている。日本周辺のほとんどを

占める温帯域では、大型海藻の藻場が卓越しているが、

一般的に高水温に海藻は脆弱であり、地球温暖化の進

行によって負の影響を受ける。一方でサンゴは温暖な

海域を好み、日本周辺では沖縄に大規模なサンゴ礁を

形成する。このような水温に対する感受性の違いによっ

て、近い将来、温帯域の藻場群集はサンゴ群落へ変化

すると予測されている。海藻の減少は、アワビやサザ

エなどの漁獲資源を減少させる一方で、サンゴの増加

がダイビング産業の活性化などを引き起こす可能性が

指摘されている。しかし、サンゴは熱帯海域に生息す

るという意識は根強く、温帯域におけるサンゴの存在

や重要性はほとんど知られていないのが現状である。

地球温暖化の深刻化が不可避な状況になりつつある

中、我々人間社会が変化する生態系に適応していくこ

とが求められている。温帯域においては、藻場からサ

ンゴ群落の変化に伴い、海に携わる人々はライフスタ

イルを変えていかなければならない。そのためには、

海を基幹とする産業に携わる市民を大規模に巻き込

み、温帯域に関するサンゴに関する知識や保全活動に

対して普及啓発を行っていくことが不可欠である。

生命環境系　助教 アゴスティーニ　シルバン

１　事業の内容

２　事業の成果

図１：横地先生（元東海大学教授）による発表
　　　2019 年８月 24 日＠城ケ崎海洋公園

図２：下田海中水族館でのパネル及びサンゴ展示の一部
　　　（展示期間：2020 年２月 22 日～３月 31 日）

【活動地域：静岡県下田市】

温帯域サンゴの重要性の普及啓発に向けた産学連携活動
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NPO　伊豆未来塾

下田海中水族館

江の島水族館

中木マリンセンター

伊豆海洋公園

川奈日和

菖蒲沢ダイビングセンター

黄金崎ダイビングセンター

NPO　OWS

SAI.LCC

新型コロナウイルスのため残念ながら江の島水族

館と海中水族館で予定していたワークショップやセミ

ナーが中止になったため、来年のサンゴウィークに向

けてイベントを開催、または調査を続ける予定である。

２.３. 無料動画と芸術家による伊豆の水中形式の撮影

伊豆周辺生態系が現在変わりゆく中であっても多

くの方が自分の目で観察できないため、動画や写真

を利用して現在の伊豆の生態系を紹介することにし

た。水中カメラマンの中川西（SAI.LCC）とフラ

ンスの芸術家フロック教授（European Academy 

of Art in Brittany） と 共 に 東 伊 豆 の 温 帯 生 態 系

や西伊豆の熱帯化の現状を撮影し、できた動画を

YouTube で 発 信 し た（URL：https://youtu.be/

s9NORtCGZxc）。水族館で上映し、今後は個展を

実施する予定である。

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

図３：南伊豆町下流で行った共同調査。下流では磯焼によ
り大型海藻が減少している。

図５：下田市でホンダワラ、カジメなどの大型海藻がフタマ
タハマサンゴと共存している。写真：Nicolas Floc'h

図４：SAI.LCC と共に作成した動画のスクリーンショット
動画 URL：https://youtu.be/s9NORtCGZxc

調査地点 サンゴの有無

伊東市川奈 有（中）

伊東市城ケ崎 有（少）

下田市須崎 有（少）

下田市大浦 有（少）

南伊豆町下流 無

南伊豆町中木 有（多）

南伊豆町妻良 有（多）

西伊豆町安良里 有（多）

西伊豆町田子 有（多）
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本事業は、つくば市と筑波大学との連携事業であ

り、受講生のうち、一定の条件を満たし審査に合格し

た者は、環境マイスター認定証を授与される。

本事業は、開始から環境マイスター認定証取得者は

28 名となり、着実に成果を上げてきている。つくば

市側の所管部局である環境政策課も、環境マイスター

授与者の活用方法について、積極的な活用を進めてい

る。現在、当事業修了者が中心となって立ち上げた、

環境マイスターの会の活動も里山ウォークなど定例的

に行われ、つくば市における環境関連取り組みの推進

役になっている。さらに、筑波山のわき水マップづく

りに対して、環境マイスターが尽力している。本事業

が本学の社会連携活動の一翼を担うものとしてより発

展することが期待されている。

本年度、2020 年３月 30 日に本学学長応接室に

おいて、学長およびつくば市の五十嵐市長ご列席のも

と、環境マイスターの認定証授与式を行う予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、中

止となった。

今年度も昨年度と引き続き「SDGs」をテーマと

したマイスター講座を以下の日程で行った。昨年度よ

り、１年で環境マイスターを育成する新たなプログラ

ムを実施しているが今年度も同様な日程で進めた。書

類審査で合格した市民の方の面接を実施し、面接試験

に合格した２名の市民の方を対象にして本講座を実施

した。

　第１回　講義「生物多様性とその保全」

　（講師：上條隆志氏）６月 16 日（日）

　第２回　研究計画発表

　（講師：田村憲司氏）７月 28 日（日）

　第３回　筑波山の植生観察

　（講師：上條隆志氏）８月 18 日（日）

　第４回　筑波山の土壌観察

　（講師：田村憲司氏）９月 29 日（日）

　第５回　研究発表

　（講師：上條隆志氏）10 月 27 日（日）

　環境マイスタースキルアップ講座：

　生物多様性保全戦略作り

　（講師：上條隆志氏・田瀬則雄氏）２月２日（日）

本プロジェクトは、環境に対する正しい知識と技能

を身につけ、地域社会において環境教育や環境保全の

指導者となる市民を育成する事業である。つくば市の

水・土・生物などの自然環境、文化・都市環境を習得テー

マとし、地域特性の高い環境教育を行う。本事業によ

り認定を受けた環境マイスターはつくば市や NPO が

実施する各種事業の中核となって活躍し、市民の環境

意識向上及び環境保全活動への積極的な参加に努める

ようになる。

【活動地域：茨城県つくば市】

環境マイスターの育成による地域環境教育の推進
および環境保全事業

生命環境系　教授 上條　隆志

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体との連携

４　今後の展望

５　その他

環境マイスター認定希望者の最終発表会（2020．２.２）
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摂食障害は難治の慢性疾患で、時に死に至る深刻な

疾患です。しかし、早期発見・治療、適切な支援によ

り予後は改善します。残念ながら、疾患の認知度は低

く、学校と医療機関、医療機関間での連携も困難な状

況です。そのため、県内の精神科や小児科を対象とし

て講演会を行い、さらに養護教諭との勉強会を開催し

ています。また、摂食障害の理解を深める目的で、摂

食障害のアニメーションを作成しました。さらに、一

般の方を対象とした、共食に関するワークショップを

開催し、食事を通した親子や家族間でのコミュニケー

ションを促すように努めています。このように、多方

面から摂食障害に関する啓発や連携の強化を図る活動

を行っています。

講演会、勉強会、ワークショップを通じて、一般の

方、医療機関、学校への疾患啓発と連携強化を行って

います。

Web などを利用して、より幅広い地域との連携を

強固にします。アニメーションや絵本、動画などを作

成し、手軽にアクセスでき、理解しやすい疾患啓発を

行います。食やアートセラピーなどのワークショップ

を開催し、多方面から精神面への理解を促す体制を作

ります。

我々の活動が広がり、地域社会の方々の精神面への

関心を高め、ひいては、すべての人のメンタルヘルス

の向上に寄与すると確信しています。

１）つくば地区勉強会

つくば地区で養護教諭との勉強会を定期的に開催し

ています。症例検討会やグループワークを行い、当グ

ループ監修で各養護教諭が生徒や家族に配布する摂食

障害に関するリーフレットを作成しています。

２）医療機関、教育機関での講演

2019 年９月６日には精神科病院のとよさと病

院、2020 年２月 17 日は土浦共同病院の小児科、

2020 年２月 23 日に鹿島病院にて、看護師と摂食

障害の一般的な知識、入院治療、対応方法について講

演を行いました。今後も症例検討会などを開催し医療

連携を強めていきます。

３）アニメーションの製作

摂食障害の理解を深めるため、疾患の症状などにつ

いて、子供にも理解しやすく、親しみやすいアニメー

ションを制作しました。講演会や勉強会などで使用し

ます。

４）共食のワークショップ

「食」とコミュニケーションのタイトルで、共食の

重要性について、親子で学び、体験するワークショッ

プを行いました。

５）神経性やせ症の家族教室・家族交流会

定期的に神経性やせ症の家族教室を行い、2019

附属病院　病院講師 塚田　恵鯉子
【活動地域：茨城県】

摂食障害の予防、早期発見・早期治療、医療連携、
社会復帰を目的とした総合的な疾患啓発と疾患教育

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体との連携

４　今後の展望

５　その他

（上；つくば地区勉強会、土浦共同病院での講演会、
下；鹿島病院での講演会、共食のワークショップ）

（アニメーション）

年 11 月２日に、第１回神経性やせ症の家族教室・家

族交流会を開催し 21 名のご家族が参加されました。
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【活動地域：北海道滝川市】

医療依存度の高い術後遠隔期の患児・家族への支援
～心臓病とたたかう子供たちを夢のキャンプ地へ 2019 ～

【現地での活動内容】

◆日中：野外での乗馬体験・野菜の収穫体験・アー

チェリー体験・森探検…等（非日常的な体験中心に）

◆夜間：患児…心臓病の基礎的知識と理解を促す勉強

会・自己体調管理（病気からの自立への第一歩として）

【安全対策・健康管理】

当院からボランティアで参加した医師・看護師・医

学生・看護学生と事前に専門研修をうけた現地スタッ

フとの合同チームで全行程を安全に管理・運営した。

キャンプ場は、バリアフリーのデザイン設計で、キャ

ンプ中の医療ケアや服薬の際に利用可能な保健室も設

備されており、全期間中に体調不良を生じた参加者は

おらず有害事象なく全日程を終了することが出来た。

本企画に参加した子どもからは、

◆「飛行機や馬に人生で初めて乗れてうれしかった」

◆「自分以外にも同じ心臓病の人はいるから、あまり

気にしなくて良いと知ることが出来た」

◆「毎日体調管理すると自分の身体の変化にすぐ気づ

けてよいなあと思った」

昨今小児医療水準の向上により難病の子ども達の多

くの命が救われるようになった一方で、病気や障害を

抱えながら生活する『医療依存度の高い』子どもたち

や家族が年々増加している。特に生まれつき重症な心

臓病の患児は、心臓の根治手術を行っても術後の遺残

病変や合併症のために医療的ケアに頼らざるを得ない

ケースが少なくない。しかしながら医療ケア度の高い

子ども達を支える社会的サービスや施設は十分に整備

されていないのが実状である。特に重症な心臓病患児

は、小さな頃から普通の子ども達と同じように自分の

病気や治療のことを気にせず外で遊ぶ機会が制限され

ていることが多く、そんな活動範囲が限られた心臓病

の子ども達に、医療ケア付きのキャンプ場を訪れても

らい、日常の緊張感から解放された大自然の空間で、

心臓病をかかえる同じ境遇の友達との大切な時間や貴

重な思い出を作ってもらうと共に、子ども自らの病気

への理解・知識の習得を促し、新しい世界への可能性

を見出してもらう事を目的に本活動を開催した。

夏休み期間中（３泊４日）に難病と闘っている子ど

ものために特別に配慮された医療ケア付きキャンプ地

へ８名の重症心臓病児（乳幼児期に複雑な心臓手術を

うけた９～ 15 歳の患児）を無償で招待した。

附属病院　看護師 柿本　静香

１　事業の内容 ２　事業の成果
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キャンプ中の安全対策の一環として、緊急時に近隣

の市立病院で非常勤医師として登録された当院医師が

緊急初期対応可能な連携体制を整備した。

子供や家族から得られたデータを客観的立場で集

積・解析し、難病の子供と家族を支える新たなプログ

ラミングツールの開発を探ると共に、患児とその家族

が抱える課題や特徴を多系統的側面から分析する事で

医療ケアの必要な子供や家族への地域生活支援サービ

ス制度の変革につながりうる基盤を構築していきたい。

また日常の緊張感から解放された大自然の空間だか

らこそ浮き彫りになりやすい医療依存度の高い患児・

保護者の抱く悩みや課題を描出することができ、難病

の患児に対する地域施設や医療サービスを統括する地

方自治体へ Feedback 可能な貴重な情報を得ることが

出来た。

本企画に参加した子ども達・その家族から得られた

データをもとに検討した総合的な分析結果として、下

記５点の重要性を認識することが出来た。

① 年齢相応の心臓病の理解・認識の重要性

② 体系的な学修とは異なる自律的な学びの必要性

③ 心臓病を抱えながら日常生活に順応するための意

識改革

④ 心を豊潤にする情操教育の大事さ

⑤ 心臓病の子どもを持つ親と子の各々からの自立の

大切さ

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

というような、心臓病と闘う子ども達だからこそ分

かち合える交流や思い出が経験できたと、想いがこみ

上げ万感胸にせまる声が数多くきかれた。日頃味わい

にくい『新しい出会いや体験、同じ病気をもった子ど

も間での絆・交流、生きる力や希望の生成…』を実体

験することで、参加者の通学・出産・就職・結婚といっ

た将来の裾野を開くトリガーを引くことができた。
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【活動地域：茨城県つくば市】

発達障害のある高校生向け大学生１日体験講座
～大学生になる自分を研究しよう～

本講座では高校生１人に筑波大学生１人がメンター

として１日一緒に行動することで高校生の疑問にすぐ

に答えられるようにしました。保護者の方は後方で様

子を見ることができ、保護者の方が現代の大学生活を

理解するきっかけになるようにしました。講座は１コ

マ 50 分の枠組みで１～４時限目で構成しました。

【１時限目：模擬講義「発達障害と大学生活」】

発達障害のある大学１年生がどのような大学生活を

送っているかを知るとともに、模擬講義を受けながら

ノート・メモの取り方を学び、大学での履修計画を実

際に立てる演習を行いました。模擬講義の中では、発

達障害のある学生が受験から入学、在学中に困ること

や大学特有の仕組み（学部選択、シラバス、履修、ゼ

ミなど）を筑波大学の教員が講義形式で説明しました。

模擬講義では実際にレジュメにメモを取る練習を行い、

高校生が書いたメモに対して筑波大生メンターからア

ドバイスをしたり、実際の大学生活についても情報提

供しました。履修計画を立てる演習では実際の筑波大

学の授業シラバスを用いて、１年次に取るべき授業の

履修計画を考えました。用いる授業の内容を幅広い専

門科目にすることで、参加した高校生の興味・関心に

高等学校における発達障害等の困難のある生徒の在

籍割合は約 2.2% と推計されています（文部科学省，

2014）。高校から大学生活の違いとして、自由度の

高い履修計画、授業内容の高度化、主体的な行動の要

請などがあり、高校までは適応していた生徒が大学生

活特有の課題に対処することが難しく、不適応になる

場合も少なくありません。本事業では、筑波大学ダイ

バーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター（以

下、DAC センター）と茨城県、つくば市の協力を得て、

大学進学を希望する発達障害の高校生対象の大学生１

日体験講座を開催しました。発達障害のある高校生が

夢をもって大学進学を選択できるように、大学生・大

学生活とは何かを理解すること、また、どんな大学に

行っても必要となる「自己理解」を促すことを目的と

したアプリケーションの体験や特性研究を行いました。

人間系　准教授 佐々木　銀河

１　事業の内容

２　事業の成果

模擬講義の様子

大学生活の体験談の様子

沿った履修計画を立てる機会となりました。 

高校生からは「大学生のような感じがした」「授業の

形式や単位についてなど初めて知ることが多かった」、

保護者の方からは「講義内で授業カリキュラムを作

成するシミュレーションがイメージで分かったので良

かった」「大学生になった時の細かな対処法が今から知

れて安心した」などの感想がありました。 

【２時限目：筑波大生メンターによる大学生活の体験談

（高校生）／大学での支援体制の説明（保護者）】

発達障害のある卒業生をゲストとしてお招きして、

入学のきっかけや大学生活で困ったこと、大学入学前

にできると良かったことなどをお話しいただきました。

その後、高校生とメンターが大学生活について少人数

で話す機会を設けました。高校生からは人間見解など

素朴な疑問や質問が出て、メンターから大学生ならで

はのリアルな生活の様子について高校生と情報を共有

する機会となりました。併行して、保護者の方を対象に、

DAC センターの障害学生支援担当スタッフによる入

試での合理的配慮や大学での支援体制の説明を行いま

した。
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本事業は茨城県教育委員会・つくば市の後援により、

第１回（夏）を 2019 年８月 25 日（高校生 14 名と

同伴者 17 名）、第２回（冬）を 2020 年２月８日（高

校生７名と同伴者８名）に実施し、延べ 46 名が参加

しました。

発達障害当事者による当日の講座の様子についての

マンガでの記録を添付します。

今後は茨城県やつくば市のほかに、関東圏の自治体

（東京都等）と連携をして、講座の実施範囲を拡大して

いきたいです。また、講座参加者の継続的なフォロー

アップを通じて、実際の大学進学後の変化についても

調査し、講座の実施内容に反映させていきたいです。

３　地方自治体等との連携

５　その他

４　今後の展望

午後のアプリ体験の様子

高校生からは「障害を持った人の生き方を知れた」

「学校での困りごとを共有する機会がなかったので新し

い発見もできた」、保護者の方からは「受験時の合理的

配慮についてもっと調べたいと思った」「どのような支

援があるのか分かってよかった」「保護者から離れたこ

とで色々聞けたことが子どもにとってよかったと思う」

などの感想がありました。 

【３時限目：自分の特性を理解・共有するアプリの説明・

体験】

午前中は大学生活を理解する目的のプログラムで、

午後はどの大学でも求められる「自己理解」をテーマ

に自分の特性を理解・共有するアプリケーションの説

明・体験を行いました。特に、自分の特性（得意・苦手）

を整理する方法や苦手なことへの対処法のアイデアを

知り、自分の特性を他の人に伝えることについて考え

ることを目的としました。筑波大学で開発している自

己理解サポートアプリ「マイメモ」を活用して、高校

生が自分の得意なこと・苦手なことをスマートフォン

等から簡単に登録して整理する方法を伝えました。 

【４時限目：大学生になる自分の特性研究】

３時限目に引き続き、「マイメモ」を活用して、高校

生が得意なこと・苦手なこと・対処法をメンターと一

緒に考えました。特に、得意なことが浮かびにくい際

に、どうやったら思い浮かべられるのか教員からヒン

トを示しながら、高校生が自分の特性を考える（研究

する）場としました。苦手なことへの対処法については、

DAC センターで開発している支援情報配信サービス

「Learning Support Book」を活用して、発達障害の

ある方が実際に行っている工夫や対処法などを参照し

ながら、自分なりの対処法のアイデアを探しました。

高校生からは「全てのアプリが良いと思った。これ

があると便利だと思うものばかりだった」「自分のこと

を理解する良い機会だった。特性がどちらに転ぶのか

自分次第で変わるということを学べた」、保護者の方か

らは「家で使ってみたい」「普段、自分を見つめ直すと

いうことがないので、今日、自分の得意・不得意を考

えるきっかけになった」などの感想がありました。

【講座全体を通して】

講座全体を通して、参加した高校生からは「話とし

てとても興味深かった。大学生の生活が分かったり、

大学の研究についても良い話が聞けた。理解してくれ

る人がいることも分かった」、保護者の方からは「大学

入試にあたり、前もって必要な情報を得ることができ

た」「メンターさんとの相性がよかったようで、とても

楽しそうで大学生活や特性との共生について前向きに

考えられたと思う」などの感想があり、非常に高い満

足度となりました。筑波大生メンターにとっても「活

発にコミュニケーションがとれた」「高校生と深い会話

ができてよかった」などの感想があり、現役の大学生

にとっても高校生との交流で新たな経験ができました。 
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【活動地域：茨城県つくば市】

『つくばキッズメディカルユニバーシティ 2019』
～小学生対象の医療現場体験ツアー～

大学の知的財産をフルに利活用する事で対象者であ

る小学生が実際の医療現場の模擬体験から『身体のし

くみや命の大切さ・人への思いやり』を熟考できた。

同時に多様な感覚・期待をもつ子ども達に『未来の医

療人を目指すためのプロローグ』の場を提供し得た。

近隣地域（つくば市・つくばみらい市・守谷市）３

市の教育委員会を通じて本企画のチラシを事前配布し

たところ定員（各回 31 人の２回開催）を大幅に上回

る応募があった。

参加者のアンケート結果を詳細に分析し、従来の単

純な教育普及活動の一環のものとは異なった医科学技

術リテラシー涵養活動の体系化やアフォーダンス効果・

新たな学習プログラムの開発に還元させていきたい。

企画内容は各種 SNS や読売・茨城新聞に掲載された。

小学校高学年の子どもたちを対象とした講義を受け

ながら医療に関わる様々な最先端領域を実体験できる

『キッズメディカルユニバーシティ』を夏休み期間中の

２日間で開催した。

１) 移植：臓器移植や命の大切さについての講義学習

２) パラスポーツ：パラリンピアから障がいに対する

理解や新たな気づきを学ぶ講義学習

３) 災害医療：体感型防災アトラクションの体験活動

を通じて災害医療について実習

４) 外科：心臓外科医と共に豚の心臓を用いた模擬心

臓手術や最先端の医療技術体験

５) 栄養：病院食を食べながらの栄養士からの食育学習

６) 薬学：薬に関わる酵素の効能を知る実験

７) 宇宙医学：フライトサージャンによる講演や仮想

宇宙体験

８) 看護：看護師と共に採血・バイタルサイン測定・

輸液管理の実習

９) 救急看護：フライトナースによるドクターヘリに

関する講義学習

10) 救急医療：救急医・医学生と共に心肺蘇生体験

附属病院　看護師 関水　千夏

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体との連携

４　今後の展望

５　その他
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当プロジェクトによって、筑波大学で AHA の

BLS コース、ACLS コース等を開催することができ

た。当プロジェクトが支えている教育プログラムは数

多く、主には①茨城トレーニングサイトの支援、②神

栖プロジェクトの支援、③筑波大学附属病院内レジ

デント教育（入職時の ACLS など）である。茨城ト

レーニングサイトの協力で、茨城県内の各地で米国心

臓協会（AHA）準拠の蘇生教育を展開できた。表の

ように茨城トレーニングサイトの活動を筑波大学とし

て支援することができた。神栖市において小学生、中

学生対象の蘇生教室と養護教諭に対する蘇生講習会を

開催した。

さらに、今年度は院内のレ

ジデント、医療スタッフの教

育目的に、「産科救急」「小児

救急」のテーマで講演会を開

催した。産科救急では昭和大

学医学部麻酔科教授の加藤里

絵先生を、小児救急では小児

麻酔学会理事長、国立成育医

療研究センター手術・集中治

療部統括部長の鈴木康之先生をそれぞれお招きし、最

新の情報をご教授いただいた。

地域の心肺蘇生のレベルを向上させるためには、病

院での医師、看護師などの医療スタッフの教育だけで

は不十分であることがわかってきている。また、専門

職に就いた後も最新の蘇生ガイドラインの情報から、

知識とスキルを維持していくことは簡単ではない。

このプロジェクトは、NPO 法人茨城トレーニングサ

イトと連携して、筑波大学から地域の医療スタッフの教

育や一般市民の蘇生教育を発信することを目的とする。

１）茨城県庁医療対策課：茨城県内の初期臨床研修医 ･

後期臨床研修医・救急指導医を対象に実施した。

２）茨城県庁消防防災課・茨城県立消防学校：茨城県

内の救急救命士向けの ACLS、救急隊員・消防職

員向けの BLS、初任科生に対して AED コースを

実施した。

３）茨城県医師会：医師会会員向けのコースを開催した。

４）茨城県内地域メディカルコントロール協議会：茨

城県内の救急医療協議会と連携し、地域密着型で

開催した。

５）一般市民普及活動：神栖市において小中学校を対

象に蘇生教室実施した。

筑波大学社会貢献プロジェクトは、県内の医療従事

者の蘇生講習会への受講機会増加を提供している。心

肺蘇生に高度な知識と技術をもった医療人を確実に増

やし、地域医療に貢献している。これらの活動は、関

係各所から高い評価を受けることができた。

※ 2019 年４月１日～ 2020 年３月 31 日
１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

国際標準心肺蘇生法の普及

医学医療系　准教授 髙橋　伸二

鈴木康之先生

2019 年度茨城トレーニングサイトコース開催実績

コース名 開催数 受講者数

１ BLS（G2015） 34 550 

２ ACLS（G2015） 13 159 

３ ACLS EP（G2015） 5 20 

４ PEARS（G2015） 6 70 

５ PALS（G2015） 3 24 

６ FIRST AID（G2015） 5 166 

７ HSCPR AED（G2015） 4 181 

８ HSFA CPR AED（G2015） 3 62 

９ CORE IC 2 26 

10 BLS IEC（G2015） 1 18 

11 ACLS IEC（G2015） 1 5 

総計 77 1,281 
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筑波大学は茨城県に多くの医療スタッフを輩出し

ている。医学教育は、大学を卒業したら終わりではな

く、そこからキャリアが終わるまで常に新しい知識と

技術を学んで行かなければならないものである。さら

に、救急医療現場では、バイスタンダーの蘇生行為が

傷病者の予後を改善することがわかってきており、地

域を巻き込んだ高いレベルの教育組織が必要になって

くる。本プロジェクトによる研修会指導者・修了者が

茨城県の救急医療を担い、そのネットワークは県の救

急医療を支えている。継続した活動と更なる講習会の

開催を企画していくことが重要な課題である。

本プロジェクトを支えて下さった、茨城トレーニン

グサイト、筑波大学救急集中治療部、麻酔科、循環器

内科、筑波大学附属病院看護部、国立病院機構水戸医

療センターの皆様に心から感謝申し上げます。

４　今後の展望

５　その他

神栖市養護教諭対象コース（2019 年 8 月 20 日）

筑波大学 BLS コース（2019 年 7 月 27 日）

筑波大学 BLS コース（2019 年 7 月 27 日）

筑波大学 ACLS コース（2019 年 8 月 12 日）

神栖市蘇生教室（2019 年 7 月 1 日）

茨城県は首都圏にありながら、まだまだ医師数が少

ないという問題点を抱えている。本プロジェクトは初

期研修医に対して蘇生講習会の受講補助を行ってい

る。本プロジェクトは、筑波大学学内の医師、医療スタッ

フの教育の教育ばかりでなく、広く地域に貢献してお

り、共同で活動している AHA 茨城トレーニングサイ

トでの受講者数も高い水準で推移している。
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2019 年５月から 2020 年３月にかけて一回２

時間の交流会を計９回実施した。毎回の参加人数は、

お子さんと保護者を合わせて約 15 名であり、全９

回の交流会を通して、15 組の家族が参加した。交流

会は、小学生、中学生・高校生、および保護者の３グ

ループに分かれて実施した。具体的な活動内容を以下

に示す。

【活動内容】

１．はじめの会：スタッフ紹介、アイスブレイク

２．グループ活動

・小学生：遊びを通した交流

・中高生：スタッフとの座談会（吃音の相談など）

・保護者 : スタッフとの座談会（子育ての相談など）

３．おわりの会：グループ活動の振り返り、感想の共有

吃音のある小学生は、同じ吃音のある同年代の子ど

もやスタッフと遊びを通して交流し、中学生・高校生

はスタッフも交えた座談会を実施した。また、保護者

はスタッフも交えて吃音に関する情報交換を行った。

当初は内気であった小学生が、自ら積極的に発言する

姿や、保護者同士で吃音のある子どもの子育てにつ

いてアドバイスする姿が見受けられ、有意義な活動と

なった。

「ゆうゆうゆう会」は吃音のある子どもたちが、吃音

をもちながら健やかに成長発達できるようにサポート

する会である。学齢期以降の吃音では、学校生活にお

いて「音読」や「発表会」など人前で話す機会が増え

るため、子どもたちは吃音の課題と向き合うことが多

くなる。そのため学齢期以降の吃音では言語治療だけ

でなく、他の吃音のある子どもや大人との交流を通し

て吃音について学び合い、吃音を持ちながらも健やか

に生きるための実践が必要とされている。「ゆうゆう

ゆう会」では 2019 年５月～ 2020 年３月までの間、

社会貢献プロジェクトの経費支援を受けながら、月１

回筑波大学内で交流会を実施した。

茨城県つくば市で活動している「茨城言友会」に活

動をサポートして頂いた。茨城言友会は吃音のある成

人のセルフヘルプグループであり、月１回つくば市内

で例会を開催している。茨城言友会の会員の皆さんに

は、吃音のある子どもへの接し方や保護者へのアドバ

イスの仕方など様々な助言を頂いた。今後は「茨城言

友会」と協力し、吃音に関するイベントを共同で企画

するなどより連携を強めていきたい。

小学生の参加者から、「もっと吃音の勉強がしたい」

という意見を頂いている。今後は、参加者の要望を丁

寧に汲み取りながら、活動内容を発展させていく。

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

ゆうゆうゆう会

人文社会科学研究科　博士前期課程 澤井　雪乃

参加者およびスタッフの集合写真
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筑波大学の医学生・看護学生の有志が所属する学生

団体「CoMed つくば」（コメドツクバ）では、小中学

校や地域のイベントにおいて BLS（一次救命処置 : 心

肺蘇生法のこと）の講習会や健康に関する健康教育を

実施している。活動を通して健康に関する諸問題が決

して他人事ではないことを参加者に認識していただき、

延いてはこれが地域全体の健康増進に寄与することを

目的としている。

小中学校での活動では各学校の教職員の皆様にご協

力いただいた。特に筑西市内での活動においては筑西

市役所の皆様にご協力いただいた。

地域全体の健康増進を目指し今後も各学校や自治体

との連携を密に取り、講習会の開催を継続していきた

い。また参加者のアンケート結果を分析し講習会の内

容をさらに向上させていきたい。

他団体の主催する３件のイベントに参加し BLS の

普及活動を行った。

平成 31 年度は講習会を 10 回（BLS 講習会７回、

熱中症予防のための健康教育３回）実施した。

１）BLS 講習会

小中学校の生徒や教職員を対象に、胸骨圧迫の仕方

や AED の使い方について説明した。その後倒れた人

を発見した際に心肺蘇生法を実践できるよう、訓練用

のマネキンや AED を用意し数人でロールプレイング

にも取り組んでもらった。参加者からは「倒れた人を

助けるには周りの人が協力することが大切だと分かっ

た」との感想が聞かれた。参加者が今後心停止の人を

発見した際には適切な心肺蘇生法を実施し救命できる

ことを期待する。

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

５　その他

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県筑西市、つくば市】

地域市民を対象にした BLS 講習会、健康教育

医学群医学類 福元　崇人

BLS 講習会で使用した訓練用マネキンと AED

参加者に経口補水液の作り方を説明する様子

２）熱中症予防のための健康教育

小中学校の生徒を対象に、熱中症とは何か、予防す

るためにはどうすればよいのかなどを説明した。特に

中学校では夏の部活動の際に熱中症になることが懸念

されるため、部活動ごとに具体的な予防策を考えても

らった。また自宅でも簡単に経口補水液が作れる方法

を実践しながら紹介した後、希望する参加者にはそれ

を味見してもらった。
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【活動地域：茨城県つくば市】

地域在住の父子（男子小児および父親）を対象とした
ボード・ゲームを用いた運動習慣向上についての検証

本事業について、新型コロナウイルスの影響により、

当初予定していた取り組みは実施できなかったが、類

似した取り組みを行った。

日本人大学生対象の連続横断研究では、過去 10 年

間における歩数の低下が示されており、インターネッ

トや携帯電話の利用増加などの社会環境の変化が一因

となっている可能性が示唆されている。そこで我々は、

筑波大学芸術系と共同し、学生を対象とした男性専用

の教材（封竜の魔法使い）を開発した。本教材は、ゲー

ムプレイを行うことで、楽しみながら参加者の身体活

動量を向上させることを目的としたワークショップ形

式のデバイス（ボード・ゲーム）である。

本研究の目的は、本教材を用いたゲームプレイを男

子学生が行い、身体活動量が増加するかについての探

索的検証を行うことである。本研究は、対象者 12 名

を介入群（ゲーム・プレイ群）、対照群に６名ずつ無作

為に割り付けた。介入は６週間、全４回（１回／２週間）

のゲームを行い、１度でも不参加の場合は脱落とした。

介入期間前後に２週間ずつ対照期間を設定し（研究期

間：全 10 週間）、最初の２週間をベースライン期間、

最後の２週間を介入効果の持越し観察期間とした。被

験者の身体活動量の測定は、研究開始時、介入開始時、

介入開始２週間後、４週間後、６週間後（介入終了時）、

８週間後（研究終了時）の全５回とした。また主観的

満足度評価については、研究終了時に行われた。

本教材でのゲームルールは、１卓６名参加によるボー

ド上での陣取り方式であり、１人４ターンが与えられ、

他プレーヤーとの戦闘や探索行動を行い、より多くの

陣地を獲得した場合に勝利となる。さらに、ゲームを

行う間の期間ごと（本研究では２週間ごと）に、その

期間の身体活動量が積算されゲーム開催時にプレー

ヤーにポイント還元（インセンティブ付与；たとえば

戦闘力向上など）される仕組みである。つまり、ゲー

ムを有利に進めるためには、プレーヤーは日常生活で

の身体活動量を増やす必要がある。

研究参加者の完遂率は 67％（介入群４名、対照群

４名の合計８名／全 12 名）であった。本研究による

介入の結果、歩数の変化は認められなかったが、中強

度活動時間は対照群と比べて介入群で有意に増加し、

経時的変化についても、介入群でベースライン期間か

ら介入期間および介入後観察期間にかけて有意な増加

が認められた。また、研究終了時に行われた主観的満

足度評価により、対照群と比べて介入群は本研究に対

する満足度が有意に高いことが示された。

附属病院　理学療法士 鈴木　康裕

１　事業の概要 ２　事業成果の概要

本教材の応用を、今後地域の塾や学校などで展開し

ていきたい。

ゲーミフィケーションを利用した健康教材（ボード・

ゲーム）のプレイは、男子学生を対象とした場合、歩

数の増加は認められないが、中強度活動時間は増加す

る可能性が示唆された。

３　今後の展望

４　その他

本教材のちらし
および実施風景
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健康・医療・福祉

本プロジェクトは、茨城県内の２つの社会福祉法人

の下、５つの事業所と連携・協働を図りながら、外国

人介護職者の安定した就労の継続の促進を目指す。

今後は、外国人人材育成に関連した、雇用者側への

コンサルティングも含めた支援活動を展開していく予

定である。

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

介護の領域にて活躍する外国人介護職者の確保と、

より長期的な就労の継続を促進するため、支援活動を

展開することを目的としている。

特別養護老人ホームや介護老人保健施設などの介護

保険施設にて雇用契約を結ぶ外国人介護職者を対象に、

日本語の向上と介護福祉士資格取得を目指した授業を

中心に実施し、介護領域における外国人人材の定着な

らびに利用者へのケアの質の向上を図るものである。

これまで、茨城県内の特別養護老人ホームや介護老

人保健施設、障害者支援施設に在籍し、経済連携協定

（Economic Partnership Agreement；EPA）に基づ

き、介護福祉士の資格取得に向けて就労・研修に臨む

外国人介護職者計７名へ教育支援活動を実践してきた。

いずれも法人より委託を受けての活動である。

７名のうち５名が介護福祉士の国家試験に合格し、

４名が現在も介護の現場にて活躍中である。１名は、

一時的に帰国したものの、母国にて結婚をされた後に

配偶者と共に再び来日し、これまでと同じ施設へ介護

福祉士として再入職予定である。

残念ながら合格とはならなかった２名の外国人介護

職者については、時下、次年度の国家試験受験に向け

て猛勉強中であり、合格を目指し、継続して教育支援

を行っている。

１　事業の概要

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県】

外国人介護職員の就労支援プロジェクト

医学医療系　准教授 柳　久子

『介護福祉士を志す彼女たちの、日本語学習授業の一場面』
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健康・医療・福祉

近年、「産後うつ」をはじめとした周産期メンタル

ヘルスの取り組みの重要性が叫ばれている。周産期メ

ンタルヘルスは、産婦人科、小児科、精神科と医療機

関内外での複数の診療科にまたがった横断的な取り組

みが必要なばかりでなく、保健所や児童相談所といっ

た行政との連携も必要となる。本プロジェクトは、茨

城県において周産期メンタルヘルスに関わる関係者の

「顔と顔の見える」ネットワークを構築する取り組みで

ある。

地域に根差した活動を行うために、つくば保健所で

開催されている「要支援妊産婦連携会議」に参加し、

周産期医療におけるメンタルヘルスの維持に苦心して

いる医療者および行政関係者との連携強化を図った。

草の根的活動により、茨城県の周産期メンタルヘル

スのネットワークが築かれつつある。今後も「長続き

する」活動を目指して、ネットワークを強化していき

たい。

本プロジェクトにおいて、以下の成果を挙げること

ができた。

１.「いばらき周産期メンタルヘルスメーリングリス

ト」を開始した。これは、周産期メンタルヘルスに関

わる人々が情報を共有するためのツールとして機能し

ている。現在 100 名を超える関係者がこのメーリン

グリストに登録されている。

２.「いばらき周産期メンタルヘルス研究会」を令和

元年度は２回開催した。この研究会は、周産期メンタ

ルヘルスの関係者が一堂に会し、周産期メンタルヘル

スに関する最新の情報を入手したり、顔と顔の見える

関係を築くことができるようにしたりすることを目的

としている。2019 年９月 14 日に第２回研究会を茨

城県立中央病院にて、そして、2020 年２月 15 日に

第３回研究会を筑波大学にて開催し、それぞれ約 90

名の参加者が集まり、活発な意見交換が行われた。

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県】

いばらき周産期メンタルヘルス向上プロジェクト

医学医療系　准教授 根本　清貴
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2015 年度より、茨城県土浦市において住民主導に

よる減量支援プログラムを開催し、その成果を検証し

てきた。土浦市としては、2015 ～ 2019 年度の５

年計画で本事業に取り組んでおり、2019 年度はその

最終年度にあたったため、これまでの５年間の取り組

みを体系的に評価した。

本事業は、土浦市側

とも合意が得られた上

で遂行しており、市が

保有する調査データの

提供を受け、今後、よ

り詳細な検討を進める

予定である。

2015年度より実施してきた「土浦市ダイエットリー

ダー（リーダー）」の養成と、リーダーによる減量支援

プログラムの開催は、2019 年度も引き続き実施した。

体系的な事業評価は、重松ら（2016）が提案した健

康づくり事業のプロセスと成果を俯瞰できる評価方法

である PAIREM（ペアレム）を活用した。この手法を

活用することで、本事業のプロセスと成果を体系的に

評価することを目指した。なお、PAIREM とは Plan

（計画）、Adoption（採用）、Implementation（実施）、

Reach（到達）、Efficacy（効果）、Maintenance（継

続）の頭字語である。本事業の体系的評価結果を表に

示した。Efficacy として、体重変化量は平均－６kg、

肥満該当者は 124 人から 75 人となり、49 人（40%）

が BMI 25 未満となった（図）。これは、Plan の事業

目標「BMI 25 以上該当者の減少」を達成している。

以上のことから、本事業は５年間継続することで、土

浦市の健康課題解決に大きく貢献したと考えられる。

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県土浦市】

住民主導型減量支援プログラムの体系的評価

体育系　准教授 中田　由夫

表　住民主導型減量支援プログラムの体系的評価

土浦市イメージキャラクター
つちまる

局面

人口
人口密度
肥満者割合

139,389人
1,145.8人/km2

21.4%

Plan（計画）

事業目標
事業期間
事業推進の範囲

BMI 25以上該当者の減少
５年間
肥満者（BMI 25kg/m2以上
40kg/m2未満）

Adoption（採用）

実施行政区の割合 100%

Implementation（実施）

実施回数
・市民公開講座
・減量支援プログラム
・リーダー養成講習会

延べ4回
延べ64回（８地区×８回）
延べ24回

Reach（到達）

減量支援プログラム
参加者・完遂者

参加者162人
完遂者124人

Efficacy/Effectiveness（効果）

減量効果
・体重の変化
・肥満該当者割合

（完遂者124人）
71.7 kg → 65.8 kg 
124人（100%）
→ 75人（60%）

Maintenance（継続）

ダイエットリーダーの
活動継続状況

養成：39人
　　 （2015－2018年度）
２年以上継続：27人
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防災・震災復興

Tsukuba for ３.11 は、つくば市と東北地方を拠点

に活動する東日本大震災復興支援団体である。つくば

市では避難者の自宅への訪問活動、東北地方では祭り

スタッフのボランティアなどを行っている。またコミュ

ニティ新聞「つくしま」を作成して、福島からつくば

へと避難されている方々を対象に配布している。

「つくしま」を被災者の方々へ配布するには、つくば

市役所を通して行っている。つくば市に住む被災者の

方々へのひとつの情報源として、コミュニティ新聞「つ

くしま」を届け、コミュニティの結束を図る。

毎年発行し続けてきた「つくしま」を今後も作成す

るとともに、何が求められているのかを模索し、より

よい「つくしま」を作成したい。また筑波大学生向け

の「つくしま」も続けて展開していきたい。

毎年作成しているコミュニティ新聞「つくしま」と、

新たに筑波大学生を対象に作成した「筑波大学生向け

つくしま」の製作費として社会貢献プロジェクトを活

用した。

【コミュニティ新聞「つくしま」】

本団体は、コミュニティ新聞「つくしま」を毎年作

成・発行している。「つくしま」は、コミュニティのよ

り強固な結束を築くため、福島から避難してきている

方々とつくば市の間の繋がりを形成・維持し、つくば

市民の被災者への理解や防災への注意喚起を促す内容

となっている。また、福島での活動を掲載することで、

避難者の方々に地元の様子を、またつくば市民には復

興の様子を伝える。避難者の方々に配布するだけでな

く、つくば市内の施設や、筑波大学構内、東日本大震

災復興支援他団体、東北のボランティア先など、様々

な場所に「つくしま」を配布している。

避難者の訪問活動を行った際、「つくば市の情報を得

ることができず、なかなか地域行事等に参加できない」

という話を聞いた。避難者に向けたコミュニティ新聞

である「つくしま」だからこそ、彼らの声を取り入れ、

寄り添った内容にできると考える。よりニーズに合っ

た「つくしま」を作るため、今後も励んでいきたい。

【筑波大学生向け「つくしま」】

新たな取り組みとして、主に本団体の活動報告を掲

載した「つくしま」を作成した。Tsukuba for 3.11

がどのような団体なのか、復興支援とは何かを伝え、

また東日本大震災を風化させないために、本団体を通

して被災地の今を知ってもらうことを目的に作成した。

１　事業の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

２　事業成果の概要

【活動地域：茨城県つくば市】

Tsukuba for ３.11

理工学群応用理工学類 成田　隼翼

（左）通常版つくしま
（右）筑波大学生向けつくしま
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そ の 他

筑波大学つくば機能植物イノベーション研究セン

ター（以下、T-PIRC）農場では、2009 年以来、地

域貢献活動の一つとして、地元小学校の「つくばスタ

イル科」授業における学習課題「地元の農業を知ろう」

に協力して、農業体験の場として水田の一部を提供し

て田植えおよび稲刈り体験学習を実施している。今年

度は、５年生児童が T-PIRC 農場を訪れ、６月に手植

えによる田植え、10月に手刈りによる収穫体験を行い、

農業に関する理解を深めた。

2019 年は、田植え体験学習が６月４日（火）に

T-PIRC 農場水田で行われた。農場水田を訪れた栗原

小学校５年生児童 47 名は、T-PIRC 教員および技術

職員から苗の植え方を教わり、水田用の足袋に履き替

えて水田に入り、2a の水田に設置された田植用の綱

に沿って、もち品種マンゲツモチの苗を移植した。

本課題は地元小学校の「つくばスタイル科」授業に

おける学習課題「地元の農業を知ろう」に協力して実

施している。茨城県は農業産出額全国第３位の農業県

であり、本学の周囲も農村地帯であるが、地元小学生

でも農業に触れる機会は意外に少なく、本課題の体験

学習に参加する児童数も年々増加している。

本課題では田植え体験と収穫体験のみにとどまって

いるが、イネ生育期間中の水田の観察や収穫後の米の

調理・試食も体験学習に加えることにより、環境教育

や食育教育の効果も高くなると考えている。

本課題は、T-PIRC 農場で実施している附属病院と

の協力事業であるデイケアプログラムと連携して実施

した。具体的には、児童が植えた苗の播種作業は同プ

ログラム参加者が行い、田植え体験における指導補助

にも加わった。

１　事業の概要

２　事業成果の概要

３　地方自治体等との連携

４　今後の展望

５　その他

【活動地域：茨城県つくば市】

農業体験学習を通じた地元小学生の農業理解の推進

生命環境系　助教 加藤　盛夫

水田に入り一斉に田植えをする児童の様子

稲を収穫し束ねて干す作業を行う児童の様子

稲刈り体験学習は 10 月９日（火）に実施された。

５年生児童 47 名は、T-PIRC 教員から収穫用鎌の使

い方、稲の束ね方について説明を受けた後、技術職員

の指導の下、６月の田植え体験学習で自分たちが植え

たもち品種マンゲツモチを、鎌で１株ずつ刈取り、束

ね、干すという一連の作業を体験した。

児童は水田における手植え移植、鎌による手刈り収

穫を通じて、農業という生産活動への理解を深めるこ

とができた。児童は、本課題での体験をもとに、米作

りについて学習して、「つくばの農業」についてレポー

トをとりまとめて、地元の農業についての理解をさら

に深めている。
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